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問
　
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
勢
発

展
に
向
け
、
政
令
指
定
都
市
・
岡
山

の
実
現
へ
の
決
意
は
。�

　
答
　
政
令
市
へ
移
行
す
る
と
、
権

限
と
財
源
が
増
え
、
自
ら
の
意
思
で

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

都
市
イ
メ
ー
ジ
も
向
上
す
る
。
地
方

分
権
が
進
展
し
、
市
民
に
最
も
身
近

な
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
役
割
が
一

層
重
要
視
さ
れ
る
中
、
市
民
福
祉
を

さ
ら
に
高
め
る
と
と
も
に
、
将
来
の

道
州
制
の
下
で
の
州
都
へ
の
布
石
と

し
て
政
令
市
構
想
を
推
進
し
た
い
。�
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問
　
市
長
が
公
約
で
掲
げ
た
今
後

の
市
政
の
短
期
ビ
ジ
ョ
ン
、
中
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
お
い
て
、
行
財

政
改
革
の
位
置
付
け
は
。
　�

　
答
　
国
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
集

中
改
革
プ
ラ
ン
の
内
容
に
従
い
、
現

在
の
新
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
を
拡
充
・

発
展
さ
せ
た
行
財
政
改
革
大
綱
（
仮

称
）
を
策
定
し
た
い
。
大
綱
は
短
期

と
長
期
の
計
画
と
し
、
短
期
計
画
編

は
平
成
17
年
度
中
に
策
定
予
定
で
、

こ
れ
を
短
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
一
つ
と
位

置
付
け
、
長
期
計
画
編
は
、
別
途
作

成
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
中
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
と
の
連
携
を
図
り
、
両
者
が
有

機
的
に
機
能
す
る
よ
う
策
定
し
た
い
。�
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問
　
台
湾
の
新
竹
市
な
ど
六
国
際

友
好
交
流
都
市
と
の
今
後
の
交
流
に

つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は
。
　�

　
答
　
こ
れ
ま
で
の
市
民
交
流
の
促

進
に
加
え
、
各
都
市
の
産
業
面
の
特

色
な
ど
に
焦
点
を
当
て
、
経
済
界
等

と
も
連
携
し
経
済
活
動
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
交
流
も
進
め
た
い
。
新
竹

市
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
職
員
の
相

互
派
遣
事
業
の
最
終
事
務
調
整
を
行

っ
て
お
り
、
市
民
訪
問
団
に
つ
い
て

も
平
成
18
年
度
の
実
施
を
検
討
し
た

い
。
ま
た
、
同
市
に
は
理
工
系
大
学

等
の
学
術
研
究
機
関
や
三
百
社
を
超

え
る
ハ
イ
テ
ク
企
業
が
進
出
す
る
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
が
あ
り
、
本
市
経

済
界
と
の
交
流
の
可
能
性
も
探
り
た

い
。�
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問
　
児
童
が
登
下
校
時
に
襲
わ
れ

る
事
件
が
続
発
し
て
い
る
が
、
子
ど

も
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。�

　
答
　
警
察
等
の
専
門
機
関
や
学
校

間
の
連
携
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
見
守
り
や
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
巡
視
活

動
に
よ
り
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

今
後
、
校
・
園
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表

と
対
応
策
を
練
る
と
と
も
に
、
学
校

や
保
護
者
、
地
域
住
民
、
関
係
機
関

が
情
報
を
共
有
し
、
一
体
と
な
っ
て

行
動
で
き
る
よ
う
一
層
強
固
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
早
急
に
再
構
築
し
た
い
。�

�������

　
問
　
無
駄
を
省
き
歳
出
を
削
減
す

る
た
め
、
行
政
の
仕
事
を
洗
い
直
す

事
業
仕
分
け
の
推
進
を
。�

　
答
　
現
行
事
業
が
市
民
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
の
点
検

は
行
財
政
改
革
の
出
発
点
と
考
え
る
。

廃
止
、
再
編
等
す
べ
き
事
業
を
洗
い

出
す
有
効
な
手
法
で
あ
り
、
改
良
を

加
え
平
成
17
年
度
中
の
試
行
を
目
指

し
、
全
庁
を
あ
げ
て
取
り
組
み
た
い
。�
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問
　
西
川
緑
道
公
園
に
テ
ー
マ
パ

ー
ク
の
要
素
を
加
え
、
観
光
対
策
に

活
用
す
る
考
え
は
。�

　
答
　
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
公

園
の
再
整
備
と
の
一
体
的
な
計
画
作

り
を
地
元
住
民
等
と
協
働
で
検
討
す

る
前
段
と
し
て
、
庁
内
に
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
た
。
緑
道
一

帯
の
魅
力
向
上
で
生
ま
れ
る
新
た
な

に
ぎ
わ
い
と
文
化
を
全
国
に
発
信
す

る
こ
と
で
、
岡
山
を
訪
れ
る
フ
ァ
ン

の
増
加
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。�
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問
　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
就
学

前
ま
で
の
引
き
上
げ
に
向
け
、
予
算

確
保
等
、
今
後
の
見
通
し
は
。�

　
答
　
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る

が
、
早
期
実
現
に
向
け
検
討
中
だ
。

現
在
、
五
分
の
一
の
県
の
補
助
率
が

県
内
他
市
町
村
並
み
の
二
分
の
一
に

復
元
さ
れ
れ
ば
、
年
間
一
億
五
千
万

円
余
の
負
担
軽
減
と
な
る
た
め
、
同

じ
問
題
を
抱
え
る
倉
敷
市
と
も
連
携

し
、
県
に
対
し
強
く
働
き
か
け
た
い
。�

　
11
月
定
例
会
で
は
、
六
会
派
の
代
表
が
、

議
案
や
市
政
全
般
に
つ
い
て
の
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
会
派
別
に
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ

て
、
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
�
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